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2
0
1
9
年
4
月
よ
り
労
働
基

準
法
が
改
正
さ
れ
ま
す
が
、
以
下

主
な
改
正
点
と
な
り
ま
す
。

①
時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
の

厳
密
化
に
よ
り
36
協
定
届
（
時
間

外
・
休
日
労
働
に
関
す
る
協
定
届
）

の
書
式
が
変
更
さ
れ
ま
す
。
た
だ

し
猶
予
期
間
が
設
け
ら
れ
て
お

り
、
大
企
業
は
本
年
4
月
よ
り
適

用
さ
れ
ま
す
が
、中
小
企
業（
設
計

事
務
所
・
建
設

コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
業
は
該
当
）

は
2
0
2
0
年

4
月
よ
り
、
建

設
業
（
工
作
物

の
建
設
の
事
業
）
は
2
0
2
4
年

4
月
よ
り
適
用
と
な
り
ま
す
。
時

間
外
・
休
日
労
働
を
さ
せ
る
た
め

に
は
必
ず
労
基
署
へ
36
協
定
届
の

提
出
が
義
務
付
け
ら
れ
て
お
り
、

有
効
期
間
が
原
則
1
年
に
つ
き
毎

年
届
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

②
す
べ
て
の
事
業
所
に
お
い

て
、
年
10
日
以
上
の
有
給
休
暇
が

付
与
さ
れ
る
労
働
者
に
対
し
て
、

付
与
し
た
日
か
ら
1
年
以
内
に
5

日
、
使
用
者
が
時
季
を
指
定
し
て

取
得
さ
せ
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら

れ
ま
す
。
た
だ
し
労
働
者
が
自
ら

申
請
し
て
取
得
し
た
日
数
や
、
労

使
協
定
で
取
得
時
季
を
定
め
て
与

え
た
日
数
（
計
画
的
付
与
）
に
関

し
て
は
控
除
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
例
え
ば
、
5
日
以
上
取
得
済

の
労
働
者
に
対
し
て
は
、
使
用
者

に
よ
る
時
季
指
定
は
行
な
わ
な
く

て
よ
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。
会
社

側
の
対
応
と
し
て
は
、
個
別
指
定

方
式
（
労
働
者
ご
と
に
有
給
取
得

日
数
を
チ
ェ
ッ
ク

し
、
5
日
未
満
に

な
り
そ
う
な
労
働

者
に
対
し
有
給
取

得
日
を
指
定
）
、

計
画
年
休
制
度
の

導
入
（
会
社
が
労
働
者
代
表
と
の

労
使
協
定
に
よ
り
、
各
労
働
者
の

有
給
休
暇
の
う
ち
5
日
を
超
え
る

部
分
に
つ
い
て
予
め
日
に
ち
を
決

め
る
。
例
え
ば
、
一
斉
に
特
定
の

日
、
部
署
ご
と
、
一
人
ず
つ
決
め

る
等
）と
い
う
方
法
が
あ
り
ま
す
。

対
象
と
な
る
労
働
者
に
有
給
休
暇

の
指
定
を
行
わ
な
か
っ
た
場
合
は

罰
則
が
あ
り
ま
す
。

将
来
的
に
建
設
業
の
若
年
者
の

入
職
者
を
増
や
す
た
め
に
も
、
今

法
改
正
を
機
に
、
労
働
条
件
の
見

直
し
、
福
利
厚
生
面
の
向
上
が
必

要
不
可
欠
で
す
。
ご
相
談
が
あ
れ

ば
社
労
士
ネ
ッ
ト
へ
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

社
会
保
険
労
務
士

竹
島

敏
幸

竹島さん

昨
年
11
月
12
日
、
厚
生
労
働
省
で
は
平
成
30
年
度
の
卓
越
し
た
技

能
者
（
通
称
「
現
代
の
名
工
」
）
1
5
0
人
を
決
定
し
表
彰
し
ま
し

た
。
タ
イ
ル
張
工
と
し
て
東
京
都
で
は
2
人
目
と
な
る
「
現
代
の
名

工
」
に
選
ば
れ
た
、
三
鷹
武
蔵
野
支
部
の
島
村
計
夫
（
89
歳
）
さ
ん

に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

―
い
つ
か
ら
タ
イ
ル
職
人
の
道
に

入
ら
れ
た
の
で
す
か
。

島
村
さ
ん

も
と
も
と
は
埼
玉
・

川
越
の
農
家
の
長
男
で
、
家
業
を

手
伝
っ
て
い
ま
し
た
。
25
歳
の
時

に
家
出
同
然
で
深
川
の
親
戚
の
所

へ
。
叔
母
の
夫
が
非
常
に
優
れ
た

左
官
職
で
、
そ
こ
で
修
業
し
ま
し

た
。
職
人
と
し
て
は
遅
い
ス
タ
ー

ト
で
す
。

―
功
績
概
要
に
あ
る
「
積
上
げ
張

り
」
と
は
。

島
村
さ
ん

今
は
も
う
消
え
て
な

く
な
り
そ
う
な
伝
統
工
法
で
す

が
、
基
礎
に
は
な
っ
て
ま
す
。
れ

ん
が
積
み
か
ら
端
を
発
し
て
い
る

の
か
な
。
親
方
が
多
才
な
人
で
、

戦
後
仕
事
な
ん
か
な
か
っ
た
が
、

屋
根
漆
喰
や
瓦
、
板
金
な
ど
な
ん

で
も
や
り
ま
し
た
。

―
深
川
に
は
い
つ
ま
で
。

島
村
さ
ん

親
方
の
紹
介
で
30
歳

く
ら
い
で
結
婚
し
、
11
年
ほ
ど
い

た
と
思
い
ま
す
。
親
方
の
所
で
手

間
請
仕
事
を
や
り
な
が
ら
徐
々
に

新
規
も
開
拓
し
、
30
代
後
半
で
独

立
。
下
高
井
戸
に
1
年
、
吉
祥
寺

に
間
借
り
し
、
三
鷹
へ
。
現
場
は

す
べ
て
町
場
で
、
野
丁
場
に
は
食

い
込
ん
で
い
け
ま
せ
ん
で
し
た
。

単
価
的
に
無
理
だ
っ
た
の
で
。

―
組
合
加
入
は
い
つ
頃
で
す
か
。

島
村
さ
ん

民
商
関
係
の
組
合
か

ら
東
京
土
建
（
三
鷹
支
部
）
を
紹

介
さ
れ
加
入
し
た
の
が
昭
和
50
年

く
ら
い
の
こ
と
で
す
。
三
人
息
子

の
う
ち
、
長
男
と
三
男
が
跡
を
継

ぎ
頑
張
っ
て
い
ま
す
が
、
三
男
は

今
三
鷹
武
蔵
野
支
部
の
役
員
を
一

生
懸
命
や
っ
て
お
り
ま
す
。

技
術
も
大
事
だ
が

幅
広
い
勉
強
も

―
「
現
代
の
名
工
」
に
選
ば
れ
て

の
感
想
は
。

島
村
さ
ん

最
初
は
「
何
で
自
分

が
名
工
な
ん
だ
」
と
。
今
ま
で
ま

あ
ま
あ
自
負
す
る
よ
う
な
仕
事
は

し
て
き
た
つ
も
り
で
は
あ
り
ま
す

が
、
左
甚
五
郎
（
※
江
戸
時
代
初

期
に
活
躍
し
た
と
さ
れ
る
伝
説
的

な
彫
刻
職
人
）
が
残
し
た
よ
う
な

特
に
こ
れ
と
い
う
も
の
も
な
い

し
。た

だ
、選
考
の
主
旨
を
読
む
と
、

2
人
の
息
子
を
含
む
多
少
な
り
と

も
今
頑
張
っ
て
い
る
人
た
ち
を
育

て
た
点
が
認
め
て
も
ら
え
た
の
か

な
あ
と
思
い
ま
す
。

―
最
後
に
、
若
い
仲
間
た
ち
に
一

言
お
願
い
し
ま
す
。

島
村
さ
ん

今
、
仕
事
が
減
っ
て

き
て
い
る
と
言
わ
れ
る
な
か
で
、

う
ち
も
何
と
か
3
世
帯
飯
が
食
え

て
い
る
の
は
、
お
客
さ
ん
が
興
味

を
示
し
て
く
れ
る
提
案
を
し
て
仕

事
を
掘
り
起
こ
し
て
い
る
か
ら
。

職
人
は
黙
っ
て
手
を
動
か
し
て

い
れ
ば
い
い
と
い
う
時
代
は
も
う

終
わ
り
。
技
術
技
能
も
本
当
に
大

事
な
ん
で
す
け
ど
、
そ
こ
ば
っ
か

り
じ
ゃ
な
く
、
幅
広
く
取
り
巻
い

て
い
る
環
境
を
や
っ
ぱ
り
勉
強
す

る
必
要
が
あ
る
と
思
う
ん
で
す
。

「現代の名工」に選ばれた島村さん

【
建
築
カ

レ
ッ
ジ
・
吉

川
新
吾
記
】

3
月
10
日
、

東
京
建
築
カ
レ
ッ
ジ
第
22
期
生
の

卒
業
制
作
発
表
会
が
池
袋
校
舎
で

開
か
れ
ま
し
た
。
研
修
生
、
講
師

・
指
導
員
、
理
事
・
事
務
局
以
外

に
、
派
遣
事
業
主
や
来
賓
な
ど
約

80
人
が
参
加
。
卒
業
制
作
は
、
研

修
生
が
各
自
の
テ
ー
マ
を
自
由
に

決
め
る
こ
と
が
で
き
る
唯
一
の
授

業
で
、
今
年
は
7
班
に
分
か
れ
て

の
発
表
で
し
た
。

木
組
み
の
魅
力
を
追
求
す
る
も

の
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
が
、
技
術

の
進
歩
で
木
造
の
可
能
性
が
広
が

る
情
勢
を
反
映
し
、
「
東
京
建
築

カ
レ
ッ
ジ

校
舎
木
造
化
計
画
」

に
挑
戦
し
た
研
修
生
が
い
ま
し

た
。
「
木
造
耐
火
構
造
」
の
模
型

を
披
露
し
て
実
現
可
能
で
あ
る
こ

と
を
報
告
し
ま
し
た
。

一
方
、
日
本
建
築
の
伝
統
の
実

証
体
験
と
し
て
、
杮（
こ
け
ら
）葺

き
＆
鎧
張
り
に
よ
る「
犬
小
屋
」、

入
母
屋
（
い
り
も
や
）
＆
反
り
屋

根
の
「
鐘
楼
」
、
「
十
二
角
堂
」
、

「
神
輿
」
の
制
作
班
が
注
目
を
浴

び
ま
し
た
。
十
二
角
堂
の
設
計
を

担
当
し
た
研
修
生
は
「
本
当
は
多

宝
塔
を
や
る
つ
も
り
だ
っ
た
が
、

難
し
す
ぎ
る
の
で
レ
ベ
ル
ダ
ウ
ン

し
た
。
原
寸
図
の
大
切
さ
も
わ
か

っ
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
卒
業
制
作
作
品
は
4

月
中
旬
ま
で
池
袋
校
舎
3
階
に
展

示
す
る
予
定
で
す
。

【
特
別
教
育
な
ど
】

職
長
・
安
全
衛
生
責
任
者
①
4
月

4
日
〜
5
日
（
木
金
）
池
袋
、
②

5
月
14
日
〜
15
日（
火
水
）池
袋
、

足
場
①
4
月
23
日
（
火
）
池
袋
、

②
5
月
8
日
（
水
）
池
袋
、
7
千

円石
綿
①
4
月
16
日
午
後
（
火
）
池

袋
、
②
6
月
18
日
午
後
（
火
）
池

袋
、
4
2
0
0
円
、
自
由
研
削
砥

石
・
丸
の
こ
・
熱
中
症
と
3
日
間

連
続
セ
ッ
ト
割
引
1
万
7
2
0
0

円フ
ル
ハ
ー
ネ
ス
（
墜
落
制
止
用
器

具
）
①
4
月
24
日
（
水
）
池
袋
、

②
5
月
29
日
（
水
）
池
袋
、
8
千

円【
作
業
主
任
者
】

足
場
4
月
9
日
〜
10
日
（
火
水
）

池
袋
、
1
万
1
千
円

地
山
・
土
止
め
（
掘
削
面
高
さ
が

2
ｍ
以
上
と
な
る
地
山
掘
削
と
土

止
め
支
保
工
）
5
月
28
日
〜
30
日

（
火
水
木
）
池
袋
、
1
万
6
5
0

0
円

石
綿
（
石
綿
使
用
の
建
築
物
等
の

解
体
・
リ
フ
ォ
ー
ム
作
業
）
4
月

18
日
〜
19
日
（
木
金
）
池
袋
、
1

万
1
千
円

【
建
設
機
械
】

小
型
移
動
式
ク
レ
ー
ン
5
月
10
日

〜
12
日
（
金
土
日
）
西
多
摩
支
部

会
館
、
3
万
2
千
円

玉
掛
①
4
月
10
日
〜
12
日
（
水
木

金
）
池
袋
（
実
技
は
板
橋
）
、
②

6
月
14
日
〜
16
日
（
金
土
日
）
足

立
支
部
会
館
、
2
万
1
千
円

車
両
系
（
整
地
等
）
技
能
講
習
5

月
25
日
〜
26
日
（
土
日
）
西
多
摩

支
部
会
館
、
3
万
7
千
円

注目を浴びた十二角堂と
制作したカレッジ22期生

鉄
骨
と
び〈
鍛
冶
工
〉（
短
期
・
請
負
）

山
本
和
弘
（
北
支
部
）

☎
0
9
0
―
5
7
7
8
―
5
3
9
9

左
官
工
、
見
習
い
（
正
規
）

㈲
飯
村
左
官
工
業
（
江
戸
川
支
部
）

☎
0
9
0
―
5
1
9
3
―
8
8
2
2

電
気
工
事
（
正
規
）

㈱
髙
坂
電
気
（
江
戸
川
支
部
）

☎
0
9
0
―
3
2
3
5
―
1
3
2
8

各
種
防
水
、
発
泡
ウ
レ
タ
ン
吹
付
（
正

規
）

㈱
み
つ
わ
巧
芸
（
足
立
支
部
）

☎
3
8
5
6
―
4
0
5
1

塗
装
（
正
規
）

伊
藤
建
装
（
多
摩
西
部
支
部
）

☎
0
8
0
―
8
7
0
0
―
1
7
9
3

経
理
事
務
（
短
期
）

㈲
谷
中
工
務
店
（
文
京
支
部
）

☎
3
8
2
3
―
1
2
3
7

解
体
（
正
規
）

神
永
解
体
（
足
立
支
部
）

☎
3
8
8
7
―
5
1
4
5

土
木
（
短
期
）

伊
藤
工
業
（
調
布
支
部
）

☎
0
9
0
―
3
3
3
7
―
8
1
6
1

サ
ッ
シ
組
立
・
搬
入
（
正
規
）

㈱
ウ
エ
ハ
ラ
ト
ー
ヨ
ー
住
器
（
練
馬
支

部
）

☎
0
4
8
―
4
8
2
―
5
1
1
1

吹
付
塗
装
・
ペ
ン
キ
（
正
規
）

豊
島
塗
装
（
板
橋
支
部
）

☎
0
9
0
―
8
8
4
1
―
9
3
1
8

現
場
作
業
員
〈
夜
勤
〉
（
正
規
）

㈱
Ｅ
‐
Ｃ
Ａ
Ｐ
防
水
（
大
田
支
部
）

☎
0
9
0
―
6
5
6
4
―
2
4
4
5

大
工
（
正
規
）

㈲
大
正
工
務
店
（
葛
飾
支
部
）

☎
5
6
7
0
―
5
2
4
6

防
水
・
外
壁
補
修
（
正
規
）

㈱
新
栄
防
水
（
三
鷹
武
蔵
野
支
部
）

☎
0
4
2
2
―
4
4
―
7
4
7
9

内
装
工
（
正
規
・
請
負
）

㈱
シ
テ
ィ
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
（
多
摩
西

部
支
部
）

☎
0
4
2
―
5
1
9
―
4
6
9
3

衛
生
空
調
配
管
工
（
正
規
）

森
設
備
工
業
（
江
東
支
部
）

☎
6
6
6
6
―
3
9
6
8

ア
ー
ス
ド
リ
ル

オ
ペ
（
正
規
）

㈱
名
昭
建
設
（
足
立
支
部
）

☎
0
8
0
―
2
0
6
0
―
0
4
4
0

Ｌ
Ｇ
Ｓ
＋
ボ
ー
ド
（
正
規
）

㈱
す
が
わ
ら
内
装
（
江
戸
川
支
部
）

☎
0
9
0
―
3
2
3
8
―
9
2
5
6

タ
イ
ル
工
（
正
規
）

石
塚
ｔ
ｉ
ｌ
ｅ
（
葛
飾
支
部
）

☎
0
9
0
―
3
9
1
6
―
0
0
8
0

現
代
の
名
工

現
代
の
名
工

校舎木造化計画も

島
村
計
夫
さ
ん

２２期生の卒業制作

２５
歳
で
農
家
か
ら
職
人
へ

東
京
建
築

カ
レ
ッ
ジ

39

有
休
５
日
を
指
定
し
て
取
得

使
用
者
に
は
罰
則
あ
り

求

人

求

職


